
 この二月末から勤めているひなたぼっこ。

午前中は就学前の、午後は放課後の子たち

を迎えます。ここでの毎日がＳＳＷ時代と

一番違うのは、ウソがないことです。 

☆１ 

 ＳＳＷが関わるケースは、子どもがどう

しようもなくて取っている行動に、周りの

おとなが心配、あるいは困って、怒って対

応の仕方を相談して来られることがほとん

どでした。 

 本当は、子どもが困っていて、適切な対

応ができないでいる。その結果、自分も困

ってしまったおとな。 

より良い対応は、経験と知識の末に身に

付くものですから、ご自分が体験したこと

のない課題には、専門家に相談するのが一

番の近道だと思います。 

★２ 

 間違った行動が抑えられないとき、子ど

もを脅して止めさせようとするおとながい

ます。 

 通用すれば、それも一つの手段です。で

も、通用しなかった時、宣言通りに罰して

いるでしょうか。実行しないとそれは、子

どもへのウソになります。 

 それがウソだと意識していないから用い

る手段ではないでしょうか。 

☆３ 

 このウソは一回では終わりません。だか

ら信頼関係がだんだんと壊れ、時としてす

べてのおとなを信用しなくします。 

 親子、師弟の関係が崩れるのは、子ども

にもおとなにもとても不幸なことです。 

大げさだと言われそうですが、大事なこ

とです。 

★４ 

 相手が子どもだからこそ、あなたが宣言

したことは実行されなければなりません。 

子どもは世の中(おとな)には裏表があっ

て、自分も都合の良いことを言って良いと

勘違いさせてしまうからです。 

 子どものために宣言した事であれば、駆

け引きではないはずです。必ず実行してく

ださい。 

子どもに対して、あなた自身に対して、

心を鬼にする覚悟が必要です。 
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